
日本
基準値

(2012. 4～）
コーデック
ス委員会※

EU(域内の
流通品） アメリカ 韓国

飲料水 10 1,000 1,000 1,200 370

牛乳 50 1,000 1,000 1,200 370

一般食品 100 1,000 1,250 1,200 370

乳児用食品 50 1,000 400 1,200 370

食品の規制値の比較

単位はベクレル/kg
※消費者の健康の保護、食品の公正な貿易の確保等を目的として、1963年に国際連合食糧農業機関（FAO）及び
世界保健機関（WHO）により設置された国際的な政府間機関であり、国際食品規格の策定等を行っています。

食品中の放射性セシウム濃度の規制値

線量限度

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響

0

5

10

15

20

流通食品の摂取による被ばく線量

出典：Koizumi et al., Environ Health Prev Med,  2011より

家族1人当たりの1日の食事に含まれていた放射性セシウムの量
中央値
（Bq）

最大値
（Bq）

年間内部被ばく
線量の中央値
（mSv）

福島県内
（26人） 4.01 17.30 0.023mSv

関東
（16人） 0.35 10.37 0.002mSv

西日本
（11人） ―※ 0.62 ―※

2012年4月から国が適用している
食品新基準で超えないように定め
た年間線量

1mSv

※西日本は1家族しか検出
されなかったため中央値が
算出できない

検出された
35家族の
居住地
■ 福島県
■ 関東
■ 西日本

毎日約200Bq食べると年間1mSv

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量

(Bq)

以下18家族は検出限界以下
Bq：ベクレル mSv：ミリシーベルト

線量限度
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